
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
基端に取付杆を設けた雨樋を支持する樋支持具本体の少なくとも前方には、上記雨樋の前
耳を抱持する抱持爪片を備えた雨樋支持具において、
上記抱持爪片は、係合部が突出形成されており、上記雨樋の前耳の内面側に折り曲げるこ
とによって、上記係合部を上記雨樋の前耳に形成された凹所に係止させて、上記雨樋の前
耳を抱持させる構造としている雨樋支持具。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、軒先等に取付ける雨樋支持具に関し、詳しくは、基端に取付杆を設けた雨樋を
支持する樋支持具本体の少なくとも前方には、上記雨樋の前耳を抱持する抱持爪片が形成
された雨樋支持具に関する。
【０００２】
【従来の技術】
図４は、従来の雨樋支持具を示す斜視図である。
【０００３】
この雨樋支持具１００は、雨樋Ｔを支持する樋支持具本体１０１と、これを軒先等に固定
する取付杆１０２とから成る。
【０００４】
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樋支持具本体１０１は、雨樋Ｔの形状に応じて適宜形成されるものであるが、この樋支持
具本体１０１の少なくとも前方には、雨樋Ｔの前耳Ｔ１を抱持する帯板状の抱持爪片１０
３が設けられている。
【０００５】
この抱持爪片１０３は、樋支持具本体１０１に雨樋Ｔを支持した後、図中矢印で示すよう
に、雨樋Ｔの前耳Ｔ１の内面側に折り曲げることによって、その前耳Ｔ１を抱持して、雨
樋Ｔの外れを防止するものである。
【０００６】
なお、取付杆１０２は、樋支持具本体１０１を軒先等に固定できるものであれば良く、そ
の構造や形状には限定されない。
【０００７】
【発明が解決しようとする課題】
図５は、図４の縦断状態を示す部分概略図である。
【０００８】
上記の通り、雨樋Ｔには種々のものが存在し、その中には、雨樋Ｔの前耳Ｔ１の内面に、
凹所Ｔ２が形成されたものがある。
【０００９】
このような雨樋Ｔの前耳Ｔ１に、抱持爪片１０３を折り曲げて抱持させた場合、この抱持
爪片１０３によって通常時には雨樋Ｔの抱持を維持できる。
【００１０】
しかし、強風に晒される状況下の雨樋Ｔには様々な荷重がかかるため、例えば、雨樋Ｔの
各荷重によって抱持爪片１０３の抱持が弛んでしまい、雨樋Ｔの外れを十分に防止できな
い問題があった。
【００１１】
本発明は、かかる課題を解決することを目的とするもので、強風時においても抱持爪片か
ら雨樋が外れるおそれがなく、雨樋の外れを確実に防止できる雨樋支持具を提供する。
【００１２】
【課題を解決するための手段】
上記目的を達成するため、請求項１に係る雨樋支持具は、基端に取付杆を設けた雨樋を支
持する樋支持具本体の少なくとも前方には、上記雨樋の前耳を抱持する抱持爪片を備えた
雨樋支持具において、上記抱持爪片は、係合部が突出形成されており、上記雨樋の前耳の
内面側に折り曲げることによって、上記係合部を上記雨樋の前耳に形成された凹所に係止
させて、上記雨樋の前耳を抱持させる構造としている雨樋支持具。
【００１３】
請求項１では、抱持爪片に、雨樋の前耳内面に形成された凹所に係止する係合部が突出形
成されているため、抱持爪片を上記雨樋の前耳の内面側に折り曲げることによって、上記
係合部を上記雨樋の前耳に形成された凹所に係止させて、上記雨樋の前耳を抱持させるこ
とができる。
【００１４】
そのため、強風時においても抱持爪片の係合部が雨樋Ｔの凹所から外れることがなく、雨
樋の外れを確実に防止できる。
【００１５】
【発明の実施の形態】
以下、本発明に係る雨樋支持具を図面に基づき説明する。
【００１６】
図１は、本発明に係る雨樋支持具の一実施例を示す斜視図、図２は、図１の縦断状態を示
す部分概略図である。
【００１７】
この雨樋支持具Ａは、少なくとも前耳Ｔ１内面には、凹所Ｔ２が形成された雨樋Ｔを取付
け可能であって、雨樋Ｔを支持する樋支持具本体１と、これを軒先等に固定する取付杆２
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とから成る。
【００１８】
樋支持具本体１は、雨樋Ｔの形状に応じて適宜形成されるものであるが、この樋支持具本
体１の少なくとも前方には、雨樋Ｔの前耳Ｔ１を抱持する帯板状の抱持爪片３が設けられ
ている。
【００１９】
この抱持爪片３には、雨樋Ｔの前耳Ｔ１内面に形成された凹所Ｔ２に係止する係合部３１
が突出形成されており、本実施例では、帯板状に形成された抱持爪片３の適所を内方に折
り返して係合部３１を形成している。
【００２０】
このような係合部３１が突出形成された抱持爪片３によれば、樋支持具本体１に雨樋Ｔを
支持した後、図中矢印で示すように、この抱持爪片３を雨樋Ｔの前耳Ｔ１の内面側に折り
曲げることによって、その前耳Ｔ１を抱持すると共に、抱持爪片３に形成した係合部３１
を、雨樋Ｔの前耳Ｔ１内面に形成された凹所Ｔ２に係止させることができる。
【００２１】
そのため、風雨等によって抱持爪片３が多少弛んでも、その係合部３１が雨樋Ｔの凹所Ｔ
２から外れることがなく、雨樋Ｔの外れを確実に防止できる。
【００２２】
なお、取付杆２は、樋支持具本体１を軒先等に固定できるものであれば良く、樋支持具本
体１と同様、その構造や形状には限定されない。
【００２３】
図３（ａ）～（ｃ）は、本発明に係る係合部が形成された抱持爪片の他の実施例を示す斜
視図である。
【００２４】
上記の通り、雨樋Ｔには種々のものが存在し、その前耳Ｔ１の内面に形成された凹所Ｔ２
にも様々なものがある。
【００２５】
図３は、雨樋Ｔのこれらの凹所Ｔ２に係合される抱持爪片３の様々なものを例示したもの
であり、図３（ａ）は、抱持爪片３の適所に、内側に向けて単又は複数の片部を切り起し
て突出形成した係合部３１を示している。
【００２６】
図３（ｂ）は、抱持爪片３の適所に、内側に向けて膨出させて突出形成した係合部３１を
示している。
【００２７】
図３（ｃ）は、抱持爪片３の上端を内側に折り曲げて突出形成された係合部３１を示した
ものであり、これらの何れの係合部３１を採用するかは、取り付けられる雨樋Ａの種類に
よって適宜採用される。
【００２８】
なお、本実施例の雨樋支持具Ａでは、樋支持具本体１の前方にのみ帯板状の抱持爪片３が
設けられたものを例示しているが、本発明に係る係合部３１が突出形成された抱持爪片３
は、図１で示した雨樋支持具Ａの後耳Ｔ３を掛止する後耳掛止部材１１に設けることも可
能である。
【００２９】
【発明の効果】
本発明によれば、次のような効果がある。
本発明に係る雨樋支持具によれば、抱持爪片に、雨樋の前耳内面に形成された凹所に係止
する係合部が突出形成されているため、抱持爪片を上記雨樋の前耳の内面側に折り曲げる
ことによって、上記係合部を上記雨樋の前耳に形成された凹所に係止させて、上記雨樋の
前耳を抱持させることができる。
そのため、強風時においても抱持爪片の係合部が雨樋Ｔの凹所から外れることがなく、雨
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樋の外れを確実に防止できる。
【図面の簡単な説明】
【図  １】本発明に係る雨樋支持具の一実施例を示す斜視図
【図  ２】図１の縦断状態を示す部分概略図
【図  ３】（ａ）～（ｃ）は、本発明に係る係合部が形成された抱持爪片の他の実施例を
示す斜視図
【図  ４】従来の雨樋支持具を示す斜視図
【図  ５】図４の縦断状態を示す部分概略図
【符号の説明】
Ａ  雨樋支持具
Ｔ  雨樋
Ｔ１  前耳
Ｔ２  凹所
１  樋支持具本体
２  取付杆
３  抱持爪片
３１  係合部
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】
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